
 

 
 
 
 
 
 

アクセシビリティとはアクセスのしやすさのことを指します。アクセシビリティはインフラや

製品、サービスなどでも使われますが、今回は各 OS に標準的に備わっているアクセシビリティに

ついて紹介します。 

【OS 標準のアクセシビリティ】 

各 OS には「アイコンが小さくて見えな

い」「マウス操作ができない」などの困り

ごとに合わせて設定を変えることができ

る機能が初めから備わっています。 

OS のアクセシビリティを活用すること

で、誰でも通信サービスや ICT 機器（情

報通信技術）が使いやすくなります。  

 

 

 

 

【重度障害者用意思伝達装置の代用にもなる！？】 

アクセシビリティのスイッチコントロールを活用することで、スイッチ操作で iPad や iPhone を

操作することができます。ALS の方の中には iPad や iPhone をコミュニケーション機器として活用

している人もいます。 

【OS 標準のアクセシビリティの利用に役立つ周辺機器】 

標準のアクセシビリティだけでは解決できない場合に

は、ジョイスティック型マウスやボタン型マウス、ドラ

ッグボール型マウス、視線センサーなどの周辺機器を活

用します。リハビリ室にも周辺機器がありますのでいつ

でもお声かけください。 
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OS アクセシビリティを活用しませんか？ 

ジョイスティック型マウス 

※各 OS の標準アクセシビリティは異なります。 

ご自身が持っている OS のアクセシビリティをぜひ

調べてみてください。きっと役に立つはずです。 


